
令和２年８月 26 日 

新型コロナウイルス感染症対策特別委員会 

危機管理課

避難所等における新型コロナウイルス感染症対応について 

１ 対応方針の策定 

  台風・大雨・大規模地震等により開設する「指定避難所」及び「指定緊急

避難場所」（以下、「避難所等」。）に関し、「３密の回避」、「衛生対策」、「部屋・

動線の分離」、「必要な物品の確保」などの観点から、本市における対応方針

を示す。・・・【別添１】

２ 避難所運営マニュアルの改訂 

対応方針を踏まえ、避難所等の運営手順を示した「避難所運営マニュアル」

を改訂する。なお、本マニュアルを活用し、避難所等の運営に従事する「地区

防災班員（市職員）」、自主防災隊に対して周知を行う。・・・【別添２】 

３ 避難所運営訓練の実施 

コロナ禍を踏まえた避難所等の開設、運営、閉鎖に関する関係者の認識の共

有を図るとともに、運営上の問題点や課題を把握するために実施した。 

 ・日 時：７月１５日（水） 13:00～16:00 

 ・場 所：旧北小学校体育館及び防災学習センター 

 ・参加者：危機管理課職員、各区役所・第 1 種協働センター防災担当、地元

自主防災隊、地区防災班員、県西部地域局など総勢 51 人（内見学

者 25 人）・・・【別添３】

４ 感染症対策用資材の確保 

避難所等における感染症対策用資材として、予備費を活用し「段ボール間 

仕切り」、「非接触型体温計」、「フェースシールド」、「防護服」、「消毒液」など

の資材を調達する。（発注済み）
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令 和 ２年 ８月 ２６日 

危機管理監危機管理課 

避難所及び緊急避難場所における新型コロナウイルス感染症への対応方針について 

 １ 趣旨 

   この方針は、台風・大雨・大規模地震等により開設することとなる「指定避難所」及び「指定

緊急避難場所」（以下「避難所等」という。）に関して、新型コロナウイルス感染症を踏まえた  

本市における対応方針について示すものである。 

・指定避難所とは・・・・・・・・大規模災害により、自宅に住めなくなった人たちが一定期間避難

生活を送るため、市が指定した場所 

・指定緊急避難場所とは・・台風や大雨などの際に、短時間（数時間～１日程度）避難するた

め、市が指定した場所 

・予備避難所とは・・・・・・・・指定避難所以外の市の施設や県立高校など 

 ２ 対応方針 

   （１）「３密」の回避 

・予備避難所や協定先の宿泊施設を活用し、できる限り多くの避難所等を開設する。 

・避難所等では、世帯単位ごとに段ボール間仕切りなどで仕切ったり、２ｍの通路を設けた

りするなど、スペースを広く確保する。 

・避難者が集合している空間では、定期的な換気を実施する。 

・安全が確保できる親戚宅や友人宅、自宅２階への垂直避難等、多様な避難方法に  

ついて市民に周知する。 

   （２）衛生対策 

・受付にて避難者の体温の検温及び体調管理票、住民連絡先を記入する。 

・手洗い、手指消毒の徹底やマスク装着などによる咳エチケットを励行する。 

・トイレやドアノブ等は定期的に清掃・消毒する。 

・市民に、マスク、消毒液、体温計の持参を呼びかける。 

（３）部屋・動線の分離 

・あらかじめ、風邪症状のある人・濃厚接触者（以下、「風邪症状のある人等」という。）の

ための優先受け入れ施設を定めておく。 

・受付時の体調管理票において、風邪症状のある人等については、一般避難者とは別室 

に避難させ、段ボール間仕切りなどで仕切ることにより、個室に近い状況を作る。 

・小中学校の避難所等では、学校校舎の活用により、一般避難者と風邪症状のある人等

の部屋、動線を分ける。 

・避難中に症状が悪化した場合には、119 番通報により救急搬送を依頼する。 

・指定避難所開設時、応急救護所閉鎖後は保健師が各避難所を巡回対応する。 

別添１
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（４）必要な物品の確保 

・非接触型体温計や消毒液、マスク、段ボール間仕切り、ペーパータオル、大型扇風機 

など感染症対策に必要な物品の確保に努める。 

・市民に、避難の際には、食料や飲料水とともに防寒着、毛布等の持参を呼びかける。 

（５）その他 

・市ホームページや広報はままつを通じて開設予定の指定緊急避難場所を周知する。 

・開設した避難所等並びに風邪症状のある人等を優先的に受け入れる避難所等が分か

るよう、市ホームページや防災ホッとメール、ツイッター等により周知する。 

・家の耐震補強や家具の固定などにより、自宅での在宅避難が可能となるよう周知する。 

・濃厚接触者が避難してきた場合は、一旦別室に案内した後に、保健所に連絡し指示を

仰ぐ。 

 ３ 個別対策 

（１）指定緊急避難場所 

・従来開設している小中学校等に加えて、予備避難所となっている施設を開設する。 

     ・風邪症状のある人等と一般避難者の分離を図るため、風邪症状のある人等の優先 

受け入れ先となる施設を確保する。 

     ・風邪症状のある人等が学校に避難してきた場合には、優先受け入れ施設への避難を

案内し、移動することが困難な場合には、空き教室等を開放するなど学校側と調整し

柔軟に対応する。 

     ・使用した施設は、使用後消毒・清掃作業を実施する。 

※民間宿泊施設は、避難者の集中が予想されるため、緊急避難場所としては開設しない。

（２）指定避難所 

・指定避難所以外に予備避難所や協定先の宿泊施設、自治会集会所などを活用し、 

できる限り多くの避難所を開設する。 

・学校等指定避難所においては、それぞれの学校が定めた開放区域順に施設を開放 

することにより、教室等で風邪症状のある人等を受け入れる。 

・教室開放により、要配慮者等避難所生活に支援が必要となる避難者に対する部屋が

不足する場合には、福祉避難所を開設するよう福祉支援部に促す。 

・協定先の宿泊施設については、要配慮者を優先的に案内する。 

・使用した施設は、使用後消毒・清掃作業を実施する。 
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浜松市避難所運営マニュアル① 

本編（追録版） 

平成26年9月  初版 

平成30年 7月  改訂 

令和元年6月  改訂 

令和2年8月  改訂 

別添２
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 世界的に感染が拡大した新型コロナウイルス感染症等に対しては、避難者が多数集まるこ

とが想定される避難所においてもクラスターの発生を防ぎ、発生したとしても感染拡大を防

止しなければなりません。 

ここでは、避難所でのクラスター化を防ぐ避難所運営体制を構築するため、３密（密閉・

密集・密接）を回避する対策を避難所と緊急避難場所に分けて記載します。 

避難する場所 

・市指定避難所以外に予備避難所や協定先の宿泊施設、自治会集会所などを活用し、できる限

り多くの避難所を開設する。 

・風邪症状のある人とない人で避難場所を分けるため、体育館以外にそれぞれの施設で定めた

開放区域順に教室等を開放する。 

・風邪症状のある人が多く避難し、避難所生活に配慮の必要な人の部屋が不足する場合には、

福祉支援部を通じて福祉避難所を開設する。 

・協定先の宿泊施設は、要配慮者を優先的に案内する。 

・家の耐震補強や家具の固定などにより、自宅での在宅避難を推奨する。

・被害の無い親戚宅や友人宅への避難を誘導する。 

受付 

・避難者を受け付ける避難所運営者は、フェイスシールド、マスク、手袋、防護服を着用する。 

・避難者に対して「体調管理票」（様式12）の記入、体温測定及び手指消毒を実施する。 

・マスクを着用していない避難者には、マスク持参の有無を確認し、無ければ備蓄品から渡す。 

・「体調管理票」により、風邪症状のある人・濃厚接触者（以下、「風邪症状のある人等」と    

いう。）は、一般避難者とはそれぞれ別の部屋（教室等）へ案内する。 

・避難者に「健康観察票」（様式13）を手渡し、避難所に滞在する間毎日の記入をお願いする。 

避難所内 

・密接を回避するため、世帯単位ごとに区切り、段ボール間仕切りなどで仕切ったり、２ｍの

通路を設けたりする（テープで印を付ける）など、スペースを広く確保する（参考１）。 

・協定先と連携し、段ボールベッドの供給を行う。 

・密閉を回避するため、避難者が集合している空間では、定期的な換気を実施する（３０分に

１回以上、数分間程度、窓を全開にすることを、掲示板等を使用し避難所内で周知する）。 

第７章 新型コロナウイルス等感染症対策について

１ 避難所における対策 

－42－ 
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・手洗い、手指消毒の徹底、マスク着用による咳エチケットを励行する（ポスターにより周知）。 

・風邪症状のある人と濃厚接触者は、別々の部屋に案内する。 

・風邪症状のある人等を収容する部屋では、段ボール間仕切りで個室に近い状態を作る（参考

２）。 

・風邪症状のある人等がトイレを使用した場合は、使用者が使用ごとに触れた場所の消毒・  

清掃（次亜塩素酸ナトリウムまたはアルコール（70％））を実施する。 

・ドアノブやスイッチ、水洗レバー等複数の人が触れるような箇所は、避難所運営担当者   

（衛生グループ等）がこまめに消毒・清掃を実施する。トイレは目に見える汚物があればそ

の都度、また汚れが特に見えなくても１日３回（午前・午後・夕）以上の複数回、消毒・    

清掃を実施する。 

・風邪症状のある人等が使用した部屋は、避難所閉鎖時に消毒・清掃（部屋の換気、次亜塩素

酸ナトリウムまたはアルコール（70％）をしみこませたペーパータオル等による室内やドア

ノブ等の拭き掃除）を実施する。 

避難する場所 

・従来開設している小中学校等に加えて、予備避難所となっている施設を開設する。 

・風邪症状のある人等と一般避難者を施設によって分離するため、風邪症状のある人等の優先

受け入れ施設を確保する。 

・風邪症状のある人等が学校に避難してきた場合には、空き教室等を開放するなど学校側と  

事前に調整し柔軟に対応する。 

・風水害の恐れの無い親戚宅や友人宅への事前避難を誘導する。

・自宅２階への垂直避難を呼びかける。 

受付 

・避難者を受け付ける地区防災班員は、フェイスシールド、マスク、手袋、防護服を着用する。 

・避難者に対して「体調管理票」（様式12）の記入、体温測定及び手指消毒を実施する。 

・マスクを着用していない避難者には、マスク持参の有無を確認し、無ければ備蓄品から渡す。 

・「体調管理票」により、風邪症状のある人等は、優先受け入れとなる施設を案内する。ただし、

移動手段がない人や大雨等により移動することが困難な状況の場合には、事前に学校側と 

調整した教室等に避難させる。 

避難場所内 

・密接を回避するため、世帯単位ごとに区切り、段ボール間仕切りなどで仕切ったり、２ｍの

通路を設けたりする（テープで印を付ける）など、スペースを広く確保する（参考１）。 

２ 緊急避難場所における対策 

－43－ 
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・密閉を回避するため、避難者が集合している空間では、定期的な換気を実施する（３０分に

１回以上、数分間程度、窓を全開にすることを、掲示板等を使用し避難場所内で周知する）。 

・手洗い、手指消毒の徹底、マスク着用による咳エチケットを励行する（ポスターにより周知）。 

・風邪症状のある人と濃厚接触者は、別々の部屋に案内する。 

・風邪症状のある人等を収容する部屋では、段ボール間仕切りで個室に近い状態を作る（参考

２）。 

・風邪症状のある人等がトイレを使用した場合は、使用者が使用ごとに触れた場所の消毒・  

清掃（次亜塩素酸ナトリウムまたはアルコール（70％））を実施する。 

・ドアノブやスイッチ、水洗レバー等複数の人が触れるような箇所は、地区防災班員がこまめ

に消毒・清掃を実施する。トイレは目に見える汚物があればその都度、また汚れが見えなく

ても１日３回（午前・午後・夕）以上の複数回、消毒・清掃を実施する。 

・風邪症状のある人等が使用した部屋は、緊急避難場所閉鎖時に消毒・清掃（部屋の換気、   

次亜塩素酸ナトリウムまたはアルコール（70％）をしみこませたペーパータオル等による 

室内やドアノブ等の拭き掃除）を実施する。 

－44－ 5



（参考１） 

避難所及び緊急避難場所レイアウト 

【出典：DRI 臨時レポート №１ 2020 避難所開設での感染を防ぐための事前準備チェック  リスト Ver.2 －

手引き版－ 】 

（参考２）

風邪症状のある人を収容する部屋のレイアウト

【出典：内閣府「避難所における新型コロナウイルス感染症への対応の参考資料」（第２版）】

－45－ 
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体調管理票 

氏 名  

住 所 
                              （℡       －       －      ） 

項 目 月        日 

避難時体温 ℃ 

保健所から濃厚接触者であると

いわれていますか 
は い  ・  いいえ 

風邪症状や発熱が数日間続いて 

いる 
有   ・   無 

激しい咳（せき）症状がある 有   ・   無 

強いだるさ（倦怠感）や息苦しさが 

ある 
有   ・   無 

味覚・嗅覚異常がある 有   ・   無 

その他 気になる症状： 

いつから： 

避難エリア  

様式12 様式集へ掲載 
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咳嗽

呼吸困難

鼻汁・鼻閉

咽頭痛

嘔気・嘔吐

結膜充血

頭痛

全身倦怠感
（強いだる

関節筋肉痛

下痢

意識障害

けいれん

その他

そ
の
他

備 考

無 ・ 有無 ・ 有 無 ・ 有 無 ・ 有 無 ・ 有

無 ・ 有 無 ・ 有 無 ・ 有 無 ・ 有 無 ・ 有 無 ・ 有 無 ・ 有 無 ・ 有 無 ・ 有 無 ・ 有 無 ・ 有 無 ・ 有 無 ・ 有 無 ・ 有 無 ・ 有

無 ・ 有 無 ・ 有 無 ・ 有 無 ・ 有 無 ・ 有 無 ・ 有 無 ・ 有

無 ・ 有 無 ・ 有 無 ・ 有無 ・ 有 無 ・ 有 無 ・ 有

無 ・ 有 無 ・ 有 無 ・ 有

無 ・ 有 無 ・ 有 無 ・ 有

無 ・ 有 無 ・ 有 無 ・ 有 無 ・ 有 無 ・ 有 無 ・ 有 無 ・ 有 無 ・ 有 無 ・ 有 無 ・ 有 無 ・ 有 無 ・ 有 無 ・ 有 無 ・ 有 無 ・ 有

無 ・ 有 無 ・ 有 無 ・ 有 無 ・ 有 無 ・ 有 無 ・ 有

無 ・ 有 無 ・ 有 無 ・ 有

無 ・ 有 無 ・ 有 無 ・ 有 無 ・ 有 無 ・ 有 無 ・ 有 無 ・ 有 無 ・ 有 無 ・ 有 無 ・ 有 無 ・ 有 無 ・ 有 無 ・ 有 無 ・ 有 無 ・ 有

無 ・ 有 無 ・ 有 無 ・ 有 無 ・ 有 無 ・ 有 無 ・ 有 無 ・ 有 無 ・ 有 無 ・ 有

無 ・ 有 無 ・ 有 無 ・ 有無 ・ 有 無 ・ 有 無 ・ 有

無 ・ 有 無 ・ 有 無 ・ 有

無 ・ 有 無 ・ 有 無 ・ 有

無 ・ 有 無 ・ 有 無 ・ 有 無 ・ 有 無 ・ 有 無 ・ 有 無 ・ 有 無 ・ 有 無 ・ 有 無 ・ 有 無 ・ 有 無 ・ 有 無 ・ 有 無 ・ 有 無 ・ 有

無 ・ 有 無 ・ 有 無 ・ 有 無 ・ 有 無 ・ 有 無 ・ 有

無 ・ 有 無 ・ 有 無 ・ 有

無 ・ 有 無 ・ 有 無 ・ 有 無 ・ 有 無 ・ 有 無 ・ 有 無 ・ 有 無 ・ 有 無 ・ 有 無 ・ 有 無 ・ 有 無 ・ 有 無 ・ 有 無 ・ 有 無 ・ 有

無 ・ 有 無 ・ 有 無 ・ 有 無 ・ 有 無 ・ 有 無 ・ 有 無 ・ 有 無 ・ 有 無 ・ 有

無 ・ 有 無 ・ 有 無 ・ 有無 ・ 有 無 ・ 有 無 ・ 有

無 ・ 有 無 ・ 有 無 ・ 有

無 ・ 有 無 ・ 有 無 ・ 有 無 ・ 有 無 ・ 有 無 ・ 有

無 ・ 有 無 ・ 有 無 ・ 有 無 ・ 有 無 ・ 有 無 ・ 有

無 ・ 有 無 ・ 有 無 ・ 有 無 ・ 有 無 ・ 有 無 ・ 有 無 ・ 有 無 ・ 有 無 ・ 有

℃ ℃ ℃ ℃ ℃ ℃ ℃

体温（朝）

無 ・ 有 無 ・ 有 無 ・ 有
呼
吸
器
症
状

体温（夕） ℃ ℃ ℃ ℃ ℃ ℃ ℃ ℃

℃ ℃ ℃

健 康 観 察 票

氏名 症状出現日時   年  月  日  時頃

日付 / / / / / / / / / / / / / / /

℃ ℃ ℃℃ ℃ ℃ ℃ ℃ ℃ ℃ ℃ ℃

様式13様式集へ掲載
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コロナ禍を踏まえた避難所の運営訓練について 

危機管理課 

１ 実施日  令和２年７月１５日（水）１３時～ 

２ 会 場  （旧）北小学校体育館及び浜松市防災学習センター 

３ 参加者  ５１人（うち見学者２５人） 

危機管理課、区振興課、第１種協働センターの職員、市議会議員、県

職員、地元自主防災隊など 

４ 内 容 

別添３

一般避難者スペース設置 体調不良者スペース設置 

受付での検温等健康チェック 車中避難者への対応 

1


